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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）を含有し、エマルション粒子のメジアン粒子径が０．１～０
．４μｍであるエマルション型液体入浴剤。
（Ａ）ワセリンを含む炭化水素系油剤を入浴剤中１０～４０質量％含む油性成分１０～４
５質量％
（Ｂ）トリエステルを１１モル％以上含み、かつポリオキシエチレン数が３～７であるポ
リオキシエチレンＣ14－Ｃ18アルキルリン酸エステル又はその塩０．１～５質量％
【請求項２】
　前記ポリオキシエチレンＣ14－Ｃ18アルキルリン酸エステルが、モノエステル：ジエス
テル：トリエステルのモル比率が５～３０：４０～７５：１１～５０のリン酸エステルで
ある請求項１記載の液体入浴剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚保湿性が高く、かつ浴水が透明感のある乳清色になるエマルション型液
体入浴剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　入浴は、身体を清潔にし、精神的にリラックスさせる効果を有する。かかる入浴に際し
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、芳香によりリラックス効果の向上や、血行促進効果を増強する目的で種々の入浴剤が用
いられている。入浴剤の中には、肌からの油分の喪失の防止、入浴後の肌のかさつき防止
の目的で、油性成分を配合したものがある。
【０００３】
　油性成分を配合した液状入浴剤には、浴水に投入したときに乳化する自己乳化型や予め
乳化されているエマルション型とがある。自己乳化型は浴水に加えた際に乳化するという
特殊な性質もっているため、一般にエマルション型の入浴剤のほうが比較的多様な油剤を
配合できる。
【０００４】
　反面、エマルション型液体入浴剤はあらかじめ乳化した組成物であるので、十分な乳化
安定性を考慮する必要があり、例えば平均ＨＬＢが８～１４の非イオン界面活性剤と色素
を配合する方法（特許文献１）、非イオン界面活性剤と特定の多価アルコールを配合する
方法（特許文献２）が行なわれている。
【特許文献１】特開平６－９２８３９号公報
【特許文献２】特開平１０－１０１５４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、これら従来のエマルション型液体入浴剤で十分なスキンケア効果(皮膚
保湿効果)を高めるため油剤量を多くした場合、浴水が真白になり、濁りが強すぎる傾向
がある。濁りが強すぎると、例えば乳児等を入浴させる場合に、乳児の肌を観察すること
に適さなくなる。また、多量の油剤により入浴後の肌がべたつく傾向も十分に改善できな
かった。
　従って、本発明の目的は、十分な皮膚保湿効果を有しつつ、浴水に溶解した際に透明感
のある乳清色を呈するエマルション型液体入浴剤を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、本発明者は、十分な皮膚保湿効果と浴水の透明感という相反する課題を解決す
べく種々検討した結果、ワセリンを含む炭化水素系油剤を一定量含む油性成分と、特定の
構造を有するリン酸エステルとを組み合せて配合することにより、粒子径が小さく、透明
感のある乳清色を呈するエマルション型液体入浴剤が得られることを見出した。
【０００７】
　すなわち、本発明は次の成分（Ａ）及び（Ｂ）を含有し、エマルション粒子のメジアン
粒子径が０．１～０．４μｍであるエマルション型液体入浴剤を提供するものである。
（Ａ）ワセリンを含む炭化水素系油剤を入浴剤中１０～４０質量％含む油性成分１０～４
５質量％
（Ｂ）トリエステルを１１モル％以上含むポリオキシエチレンＣ14－Ｃ18アルキルリン酸
エステル又はその塩０．１～５質量％
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の入浴剤は、優れた皮膚保湿効果を有するとともに、浴水が透明感のある乳清色
を呈する。従って、乳児等を入浴させる際、親が乳児の肌状態等を視認できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の入浴剤に用いられる油性成分（Ａ）は、少なくともワセリンを含む炭化水素系
油剤を入浴剤中１０～４０質量％含むものである。必須成分であるワセリンは、皮膚保湿
効果の点から、入浴剤中に１～１０質量％用いるのが好ましく、さらに３～８％質量％用
いるのがより好ましい。また、ワセリン以外の炭化水素系油剤としては、室温（２５℃）
でペースト状又は液状のものが好ましく、流動パラフィン、スクワラン、スクワレン、パ
ラフィン、マイクロクリスタンワックス、オゾケライト、セレシン、プリスタン等が挙げ
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られる。特に、浴水に溶解した際に透明感のある入浴剤を得る点から、ワセリン以外に液
状の炭化水素系油剤、たとえば流動パラフィンを含むことが特に好ましい。
【００１０】
　当該炭化水素系油剤は、皮膚保湿効果及び浴水に溶解した際に透明感のある入浴剤を得
る点から、入浴剤中に１０～４０質量％含有することが必要である。１０質量％未満では
皮膚へ十分な保湿効果を与えることができず、反対に４０質量％を超えるとべたつきの原
因ともなり、また乳清色の浴水を得ることが難しい。特に、良好な保湿効果と浴水に溶解
した際に透明感のある乳清色の入浴剤を得る点から炭化水素系油剤の好ましい含有量は１
５～３５質量％である。
【００１１】
　炭化水素系油剤以外の油性成分としては、オクタン酸セチル、アジピン酸イソプロピル
、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸グリセリド、ス
テアリン酸ブチル、イソステアリン酸コレステリル等のエステル系油剤；糠油、オリーブ
油、ホホバ油、大豆油、アーモンド油、オリーブ油、ヒノキ油、桂皮油、ひまし油、ヤシ
油、ラベンダー油、ユーカリ油、ローズ油、セージ油等の植物油；セラミド、脂肪酸、ミ
ツロウ、カルナウバロウ等の固体油性成分；ラノリン等が挙げられる。
【００１２】
　入浴剤中の油性成分（Ａ）の含有量は、皮膚保湿効果、浴水に溶解した際に透明感のあ
る乳清色の入浴剤を得る点から１０～４５質量％が好ましく、特に好ましくは１５～４０
質量％である。
【００１３】
　本発明の入浴剤においては、油性成分（Ａ）を粒子径の小さい、安定な乳化系であって
、浴水に投入したとき透明感のある乳化系とする上で、ポリオキシエチレンＣ14～Ｃ18ア
ルキルリン酸エステル又はその塩（Ｂ）を乳化剤として含有させることが必要である。ポ
リオキシエチレンＣ14～Ｃ18アルキルリン酸エステル又はその塩のポリオキシエチレン数
は、２～２０が好ましく、２～１０がより好ましく、３～７が特に好ましい。また、アル
キル鎖はＣ14～Ｃ18であるが、Ｃ15～Ｃ17が好ましい。
【００１４】
　また、本発明で用いるポリオキシエチレンＣ14～Ｃ18アルキルリン酸エステルとしては
、少なくともトリエステルを１１モル％以上含むものであるが、１２～５０モル％含むも
のがより好ましい。また、ポリオキシエチレンＣ14～Ｃ18アルキルリン酸エステルの塩と
しては、ナトリウム塩、カリウム塩等のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、及びアルギニ
ン等の塩基性アミノ酸塩が挙げられる。また、市販品としては、ＴＣＰ－５（日光ケミカ
ルズ(株)）を使用することもできる。
【００１５】
　また、ポリオキシエチレンＣ14－Ｃ18アルキルリン酸エステルは、モノエステル、ジエ
ステル及びトリエステルの混合物であるのが好ましく、モノエステル：ジエステル：トリ
エステルのモル比率は、５～３０：４０～７５：１１～５０、さらに１０～２０：５５～
７０：１２～４０が好ましい。
【００１６】
　当該リン酸エステルは、入浴剤中に０．１～５質量％含まれるが、乳化粒子を小さくし
、かつ安定なものとする点で、好ましくは０．５～４質量％、特に好ましくは1～４質量
％含有できる。
【００１７】
　本発明の入浴剤は、エマルション型液体入浴剤であり、水中油型エマルションを形成し
ており、エマルション粒子のメジアン粒子径は０．１～０．４μｍであるが、べたつき防
止、浴水の透明性の確保の点から０．１～０．３μｍが好ましい。ここで、粒子径は、レ
ーザー回析／散乱式粒度分布測定装置（ＨＯＲＩＢＡ社製、ＬＡ－９１０）によって測定
できる。
【００１８】



(4) JP 4806601 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

　本発明の入浴剤には、上記成分以外に、(Ｂ)以外の界面活性剤、無機又は有機酸類、生
薬／植物エキス／ビタミン類等の薬効成分、多糖、蛋白、アミノ酸、酵素類、アルコール
類又は多価アルコール類、水溶性高分子類、香料、染料、色素、顔料、等を配合すること
ができる。
【００１９】
　(Ｂ)ポリオキシエチレンアルキルリン酸エステル以外の他の界面活性剤としては、アル
キル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩等のアニオン性界面活
性剤；グリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、ソルビタン脂
肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、テトラオレイン酸ポリオ
キシエチレンソルビット、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポ
リオキシプロピレングリコール、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエー
テル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキ
シエチレン硬化ヒマシ油、ポリグリセリン脂肪酸エステル等のノニオン性界面活性剤；並
びに各種のカチオン性界面活性剤や両性界面活性剤が挙げられる。特に、乳化安定性の点
からノニオン性界面活性剤を含むことが好ましい。
【００２０】
　無機塩類としては、塩化ナトリウム、硝酸カリウム、硝酸ナトリウム、硝酸カルシウム
、硝酸アルミニウム、ポリリン酸ナトリウム、塩化アンモニウム、硝酸鉄燐酸ナトリウム
、チオ硫酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、硼酸、メタ珪酸、無水珪酸等が挙げられる。有
機酸類としては、安息香酸、クエン酸、フマル酸、酒石酸、ピロリドンカルボン酸、コハ
ク酸、リンゴ酸やその塩類等が挙げられる。
【００２１】
　生薬／エキス／ビタミン類としては、ソウジュツ、ビャクジュツ、カノコソウ、ケイガ
イ、コクボク、センキュウ、橙皮、トウキ、ショウキョウ末、ニンジン、ケイヒ、シャク
ヤク、ハッカ葉、オウゴン、サンシン、ブクリョウ、ドクカツ、ショウブ、ガイヨウ、マ
ツブサ、ビャクシ、ジュウヤク、リュウノウ、サフラン、オウバクエキス、チンピ、ウイ
キョウ、カンピ末、カミツレ、アロエ、アロエベラ、メリッサ、ローズマリー、マロニエ
、西洋ノコギリ草、米糠エキス、オニオンエキスやガーリックエキス、アルニカ、ビタミ
ンＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｋ等が挙げられる。
【００２２】
　多糖／蛋白／アミノ酸／酵素類としては、澱粉、カラギーナン、ヒドロキシエチルセル
ロース、メチルセルロース、キチン、キトサン等の多糖類、カルボキシメチルセルロース
ナトリウム、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸等のムコ多糖類、コラーゲン、エラスチ
ン、ケラチン、ヒブロイン、カゼインやその誘導体、アラニン、グリシン、アスパラギン
酸、グルタミン酸、スレオニン等のアミノ酸、セルラーゼ、プロテアーゼ、リパーゼ等の
酵素類、セラミドや核酸（ＤＮＡ、ＲＮＡ）等が挙げられる。
【００２３】
　アルコール類としては、エタノール、ステアリルアルコール、イソプロピルアルコール
、ラウリルアルコール、セチルアルコール、（イソ）ステアリルアルコール、オレイルア
ルコール、コレステロール等が挙げられる。また、多価アルコールとしては、グリセリン
、プロピレングリコール、ソルビトール等が挙げられる。
【００２４】
　水溶性高分子類としては、ポリアクリル酸、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアルコ
ール、ポリエチレンオキシド等が挙げられる。
【００２５】
　香料としては、各種精油（はっか、ユーカリ、レモン、ペルペナ、シトロネラ、カヤプ
テ、サルピア、タイム、クロープ、ローズマリー、ヒソップ、ページル等）、蟻酸、酢酸
、蟻酸エチル、蟻酸プロピル、酢酸エステル、亜硝酸アミル、トリメチルシクロヘキサノ
ール、アリルサルファイド等の覚醒用香料や、ジャスミン、カモミル、ネロリ等の精油、
ノニルアルコール、デシルアルコール、フェニルエチルアルコール、炭酸メチル、炭酸エ
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チル等の催眠用香料や、よもぎ油、ローズマリー油、ユーカリ油、ミル油、フェニル酢酸
エステル、グアヤコール、インドール、クレゾール、チオフェノール、ｐ－ジクロロベン
ゼン、ｐ－メチルキノリン、イソキノリン、ピリジン、有機アミン類、カンファー、メル
カプタン、アンモニア、硫化水素等の食欲抑制用香料や、ページル、ペリラ、マジョラム
、タイム、ローレル、ジュニパーベリー、レモン、ナッツメグ、ジンジャー、オニオン、
ガーリック等の精油、カルボン、エストラゴール、エレモール等の食欲促進用香料や、ラ
ベンダー、ベルガモット、レモン、マジョラム、ローズマリー、クラリーセージ、ペパー
ミント、ベージル、ローズ、ジャスミン、プチグレン、ナッツメグ、シナモン、クローブ
、メース、ジンジャー等の精油、シトラール、シトロネラール、ボルネオール、リナロー
ル、ゲラニオール、ネロール、ロジノール等の不安解消・抗うつ用香料や、その他の香料
として、オレンジ、レモン、ベルガモット、ラベンダー、ローズマリー、ベージル、ペパ
ーミント、樟脳、ユーカリ、クローブ、シナモン、ナッツメグ、メース、ジンジャー、せ
んようにんじんほく、アルテミジア、カンファー、サルビア等の精油、メントール、シネ
オール、オイゲノール、シトラール、ヒドロキシシトロネラール、アブシンス油酢酸、酢
酸エステル、サンダルウッド油、コスタス油、ラブダナム油、アンバー、ムスク、α－ピ
ネン、リモネン、サリチル酸メチル、テルペン系化合物等が挙げられる。
【００２６】
　染料／色素／顔料類としては、赤色１０６号、赤色２号、黄色４号、緑色３号、青色１
号、赤色２１３号、橙色２０５号、黄色２０２号の１、緑色２０４号、青色２号等の厚生
省令タール色素別表Ｉ及びＩＩの色素、クロロフィル、リボフラビン、アンナット、カン
タキサンチン、クロシン、コチニール、べにばな、アントラキノン等の食品添加剤として
認められる天然色素や酸化チタン、酸化亜鉛、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、黄色
酸化鉄、赤色酸化鉄（ベンガラ）、黒色酸化鉄、群青等の無機顔料が挙げられる。
【００２７】
　また、本発明の入浴剤は、皮膚への刺激性の点から弱酸性であるのが好ましく、特にpH
４～７であるのが好ましい。また、その粘度は投入しやすさ、分散性の点から２０～８０
００mPa・s、特に５０～５０００mPa・s、さらに５０～１０００ｍPa・sであるのが好ま
しい。
【００２８】
　本発明の入浴剤は、前記成分を混合して乳化させることにより製造できる。その乳化系
は長期間安定である。
【実施例】
【００２９】
実施例１及び比較例１、２
　香料及び精製水以外の成分を８０℃で攪拌混合し、溶解した後攪拌しながら精製水を徐
々に添加する。香料を添加攪拌後、室温まで冷却し、エマルション型液体入浴剤を調整し
た。
【００３０】
[保湿効果]
　５Ｌ４０℃のお湯に実施例１または比較例１、２を１．５ｇ添加し十分攪拌した。これ
に、健常成人３人の左右それぞれの前腕部を２０分間湯浸した。処理前後の角層水分量を
インピーダンスメーター（ＩＢＳ社）にて測定した。
【００３１】
　また、しっとり感の官能評価も同時に行い、得られた結果を表１に示す。しっとり感の
評価は３：「しっとりする」、２：「ややしっとりする」、１：「しっとりしない」の３
段階で評価した。
【００３２】
［浴水透明度］
　浴槽に４０℃１５０Ｌのお湯を入れ、実施例１及び比較例１、２を４０ｍＬ投入し十分
攪拌した。直径５ｃｍの円形の黒色ゴム板を浴水に沈め、完全に見えなくなる深度を透明
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度とし測定した。
【００３３】
【表１】

【００３４】
　表１より、本発明の入浴剤は、乳清色で透明感があり、お湯の内部が視認できるもので
あった。これに対し、トリエステルを１１モル％以上含むポリオキシエチレンＣ14－Ｃ18

アルキルリン酸エステル又はその塩を含有しない入浴剤は、保湿効果も十分でなく、かつ
乳白色でお湯の内部が視認できなかった。
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